
④介護保険サービスの利用による生活の変化について
　（回答者：65歳以上の要介護３～５の認定者）
問　 介護保険サービスを利用することで、あなたの生活

にどのような変化がありましたか（複数回答可）。
　在宅生活者で「精神的に楽になった」、施設入所者では「体
調がよくなった」が上位になっていますが、一方で「金銭的な
負担が増えた」と回答した人も多くいます。

②力を入れてほしい高齢者福祉施策
　（回答者：一般高齢者と軽度認定者）
問　 市が行うこれからの高齢者福祉施策で、力を入れて

ほしいと思うものはどれですか（複数回答可）。
　「寝たきり、要介護の高齢者に対する支援」が最も多く、次い
で「健康管理」「ホームヘルパーなどの在宅サービスの充実」と
なっています。

体調がよくなった

精神的に楽になった

家族に対する気兼ねが減った

外出する機会が増えた

自分で身の回りのことをしなくなった

体調が悪くなった

精神的ストレスが増えた

家族に対する気兼ねが増えた

外出する機会が減った

金銭的な負担が増えた

その他

特に変化はない

無回答

自分で身の回りのことができ、
しようという意欲が出てきた
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計
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③保険料について（回答者：介護支援専門員を除く全員）
問　 今後高齢化が進み、介護保険を利用する人も増えて

いくことが予想されます。そうなると、介護保険の
財源もさらに必要になり、保険料が上がる可能性が
あります。このことについてどう思いますか。

　「多少保険料が上がるのはやむを得ない」と約３～４割の人
が回答していますが、約5割の人が「これ以上は負担なので払
えない」と回答しています。

A一般高齢者／ B軽度認定者／ C 65歳以上の要介護3～5の在宅生活
者／ D65歳以上の要介護3～5の施設入所者

多少保険料が上がる
のはやむを得ない

これ以上は負担な
ので払えない 分からない 無回答
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26.0 49.4 17.2 7.4
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38.2 45.1 11.8 4.9

A
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生きがい支援

就労支援

健康管理

住みやすい住宅への支援

寝たきり、要介護の高齢者に対する支援

認知症高齢者に対する支援

高齢者虐待への対応の強化

特別養護老人ホームなどの施設サービスの充実

ホームヘルパーなどの在宅サービスの充実

地域包括支援センターなど相談体制の充実

地域におけるボランテイア組織の育成

その他

特にない

無回答

安全で快適に生活できるための
公共的施設の整備改善
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よ
り
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た
め

│
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と
つ
く
る
次
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計
画
│

①日常生活について（回答者：一般高齢者と軽度認定者）

問　日常生活で気を付けていることはありますか（複数回答可）。

問　あなたは、日常生活で見守り支援を必要としていますか。

　「転倒しないように気を付けている」と回答した人が最も多く、一般高齢者で約６割、軽度認定者
では約8割もいます。そのほかに、身の回りのことを自分でするよう心掛けている人が多いようです。

転倒しないように気を付けている

身の回りのことは自分でするよう心掛けている

食事に気を付けている

運動不足にならないように体を動かしている

十分に睡眠時間を取るように心掛けている

酒やたばこを控えるようにしている

なるべく頭を使うように心掛けている

その他

特にない

無回答

引きこもりにならないように
外出することを心掛けている

全体
うち一人暮らし

うち家族などと同居
うちその他

　「必要」と回答した人は、全体では約1割に過ぎませんが、一人暮らし世帯で５割近くの人が「必要」
と回答しています。
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数
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と
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。
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調査の回答数と回収率

※（　）内の数字は有効数

調査対象 配布数
（人）

回答数
（人）

回収率
（％）

65歳以上の人（一般高齢者）と
要支援・要介護１～２の認定者
（軽度認定者）

2,535 1,609
（1,579）

63.5
（62.3）

65歳以上の要介護３～５の認
定者 1,071 646

（614）
60.3

（57.3）

介護支援専門員 56 46
（46）

82.1
（82.1）

合　計 3,662 2,301
（2,239）

62.8
（61.1）
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